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【（公財）川崎市国際交流協会の講師紹介】
「夏休みこども語学教室」英語担当講師

平成元年生まれの落語家・桂
かつら

竹
ちく

わさん
が、ご自身のプロフィールを交えた快
活な小噺で、「木月庵」に集まった人々
を笑顔で満たしていました。

　またこの日、小間席には七福神の
木
き

目
め

込
こみ

人形が飾られていました。七
福神の中で、日本生まれの神様は恵
比寿様のみ。「宝船」にはインド、中
国から海を渡ってきたヒンドゥー教や
道教、仏教の神様たちが同乗し、幸せ
を運んでくれています。「木月庵」も、
日本文化とともに多文化の橋渡しや共

　川崎市国際交流センターには、総 檜
ひのき

造りの茶室「木月庵」があるのをご存
じでしょうか。流派を超えた茶道のほ
か、着付けや朗読会等の日本の伝統文
化を通して、数々の国際交流の場とし
ても使われています。

　今年 3 月 5 日（土）には、「木月庵
を大切にする会」主催による「第十九
回花

はなの
野の茶会と落語を楽しむ会」が行

われました。この日の茶室は、床の間
の掛け軸やお花、茶碗などの茶道具ま
で、桃の節句にちなんだものが用意さ
れていました。お茶席の休憩時には、

川崎市国際交流センターに行こう！～ 茶室 「木
き づ き あ ん

月庵」 ～

… 茶室 「木月庵」 …
ご利用できます

　裏千家の設計による本格的な茶室
で、季節により風炉と炉、大炉の使
用ができます。茶室の利用、道具の
貸し出しについては、当センターま
でお問合せください。申込には「ふ
れあいネット（川崎市公共施設利用
予約システム）」の利用者登録が必
要です。利用希望日の4か月前から
申込ができます。
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cClure先生
 I grew up in the state of Georgia in the United States. Life 
there was very different from my life now in Kawasaki! 
I grew up out in the country in the middle of the woods, 
with a big family that drove around in a big car. Church 
was our biggest social event of the week. I often miss 
Southern food when I am away from home—barbecue, 
fried chicken, big fruit pies…
 I first came to Japan when I was a college student to 
study Japanese culture. The thing that first interested 
me about Japan was haiku! I liked its way of expressing 
nature so vividly in just a few words. Now many years 
later I am living here as a graduate student, still studying 
Japanese literature. I also enjoy many other things about 
life in Japan, especially the delicious food and visiting hot 
springs! 
 For me, my first interest in a foreign culture ended up 
entirely changing my life. I want to encourage you to 
have your own adventures exploring foreign cultures 
that interest you! This class is a great chance to get your 
feet wet and get comfortable with communication in a 
foreign language, so I hope you come and give it a try!

　私は、アメリカのジョージア州出身です。大き
な車、大家族と、町から離れた森の中で育ちました。
社交イベントといえば週1回の教会という、川崎
とはまるで違う生活。今でも時々、バーベキュー
やフライドチキン、大きなフルーツパイといった
アメリカの南部フードが恋しくなります。
　日本に初めて来たのは、日本文化を専攻した大
学生のときのこと。最初に興味を持ったのは「俳
句」でした。短い言葉の中であれほど鮮やかに自
然を表現することができるなんて！それから何年
もたった今、大学院生として日本文学を学んでい
ます。日本の生活、特においしい食事や温泉が大
好きです。
　外国（日本）の文化に興味をもったことで、私
の人生はすっかり変わりました。皆さんにも興味
がある外国文化を探求してほしいですね。「夏休み
こども語学教室」は、外国語でコミュニケーショ
ンするいいきっかけになると思います。皆さんの
t
トライ

ryを楽しみにしています！
（詳細・申込は、P7「イベント・講座案内」をご覧下さい。）
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生の場として、活躍の場を広げていく
ことを願っています。

（取材・文：編集ボランティア　相沢 明子）
（写真	 ：編集ボランティア　福島 千鶴）
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